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早いもので本年度も残りわずかとなりました。春の到来を感じる季節となり、市教育センター玄関前

に咲いているパンジーの花がしなやかに風に揺れています。子どもたちも教職員も、コロナ禍で耐えな

がらこの 1年間の成長を実感し、笑顔で年度の締めくくりができることを願っています。 

本年度、「適応指導教室」を「サポートルーム」と改

称し、「すなはま・レインボー」の運営や支援の充実に

努めました。右の作品は、すなはまが安心できる居場

所と感じながら、仲間と一緒に因州和紙でつくった共

同作品です。「すなはま・レインボー」では、子どもた

ちが自信をもてるよう寄り添って声かけを行うなど、

「思いやりのキャッチボール」を大切にしてきまし

た。子どもたちの成長した姿をみる度に、とてもうれ

しく思っています。 

子どもたちの成長過程で、「どんな声かけをし、どんな言葉や反応が返っているのかな？」と考えてい

ると、ふと、野村克也氏（元プロ野球監督）の名言集のことが浮かび、その中で見つけた次の言葉を紹介

します。 

 

 

 

 

 

必ずしも今すぐ絶好球が返ってくるとは限りませんが、子どもたちを信じて「『思いやり』を投げる！」

気持ちをしっかりもち続けたいものです。 

鳥取市教育センターは、新年度も学校教育の充実、発展のため躍進できるよう職員一同努めてまいり

ます。今後とも御支援・御協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
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すなはま 折り紙共同作品 

行く言葉が美しければ 返る言葉も美しい 

人生はキャッチボールのようなもの 

いい球投げれば いい球返る 

優しさ投げれば 優しさ返る 

思いやり投げれば 絶好球が返るのです 
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研修企画係 
 １月にＩＣＴ活用指導力向上研修②を４回実施し、中核市として３年目となった本年度の教職員研修を終

了しました。 

本年度は、コロナ禍のため中止とした研修もありました。また、予定を変更してＷｅｂ会議システムを活

用した遠隔研修を行いましたが、皆様の御理解と御協力のおかげで、無事実施することができました。感謝

申し上げます。 

御協力いただいた教職員研修アンケート結果をもとに、本年度の研修成果指標をまとめました。アンケー

ト結果からは、研修受講者の学校運営参画意識の高まりや研修の学びを各校の取組につなげている状況をう

かがい知ることができました。 

今後も、この３年間の成果とアンケートで皆様からいただいた貴重な御意見をもとに、一人一人の教育的

ニーズに対応した教育を基盤にして、「魅力」と「徹底」による学力の向上、豊かなかかわりによる自己有用

感の育成を見据えた研修を実施していきます。また、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、ＧＩＧＡ

スクール構想による効果的なＩＣＴ活用等、授業力を高める研修を行います。次年度もどうぞよろしくお願

いします。 

 各校の児童生徒用端末（ｉＰａｄ）については、配備が年度末にずれ込むこととなり、

大変申し訳ありませんでした。まずは、配備された端末に触れ、いろいろと操作を試して

みていただけると有難いです。 

また、多くの学校が、端末を活用した授業づくりに向けて校内研修を実施されました。

子どもたちの学びをより深めるために、これまでの先生方の教育実践にぜひＩＣＴを組み

合わせてほしいと考えています。 

教育センターは、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、次年度も指導主事派遣等で学

校を支援していきます。 


